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1 自己回帰線形混合効果モデルとダイナミックパネルモデル

自己回帰線形混合効果モデル（Autoregressive linear mixed effects models）（Funatogawa et al., 2007）と類似のモデルについて紹介します。自己回帰線形混合効果モデルは、経時データ解析（longitudinal 
data analysis）でよく用いられる線形混合効果モデルに自己回帰を組み合わることで、線形混合効果モデルを拡張させたモデルで、反応の経時変化を表すことを主眼に開発してきました。一方、経済学や

社会学などにおける動学的パネルモデル（dynamic panel model）でも、反応を以前の反応に回帰しますが、以前の反応で調整（コントロール）すると捉えることが多いようです。また、分野によっては、パネ

ルデータで、観測されない個体に固有な性質をコントロールするという考えを強調することが多いようです。尤度を用いた手法が2010年代に提案されていますので、ここでは、2種類のモデルを紹介します。

2    Moral-Benito, Allison and Williams (2019) の尤度

3    Allison, Williams and Moral-Benito （2017）

4    おわりに

ここでは、同じ研究グループから経済学と社会学分野で発表された論文を紹介しました。経時データ解析やパネルデータ分析では、同じ単語が分野や文献によって異なって使われていることが、知られて

きています。観察されない個体効果が共変量（説明変数）と相関している場合を「固定効果」、相関していない場合を「変量効果」と呼ぶ分野もあり、従来の線形混合効果モデルの文献とは異なるようです。 
「外生（exogenous）」、「内生（endogenous）」という用語も文献により定義が異なります。また、計量経済学のパネルデータは時系列モデルの影響を強くうけています。 隣接分野で提案されているモデルを

紹介しましたが、扱うデータやデザイン、目的の違いなどもあると思います。
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